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※　本学非常勤講師
　The aim of this paper is to investigate a series of short courses for professionals (Koshu) 
provided by Imperial Universities from the Meiji to the Taisho eras in Japan. These 
courses, for example, medical doctors’courses and teachers’courses, were referred to 
as “University Extensions” with open lectures for the public (Tsuzoku Kodankai). 
　Although much attention has been given to the regular curriculum of universities, 
few studies have so far been focused on the short courses. However, it is worthwhile 
examining these extracurricular courses for professionals, at a time when recurrent 
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科大学国家医学講習科（明治 22 年設置）および医学講習科（大正 2 年設置）である。い






















　明治 22（1889）年 11 月に帝国大学医科大学教授緒方正規・片山國嘉の連名で出された
「国家医学講習科設立ノ主意」を受けて、医科大学に同年 12 月、講習期間 12 週間（明治
25 年 3 月の規則改正後は 4 ヶ月）の国家医学講習科が設けられた。官公立医学校卒業生
または内務省医術開業免許状所持者に衛生学、法医学、日本医制などの「国家医学」を講
習する短期の課程である。大正 10（1921）年 7 月に医学講習科（大正 2 年 4 月設置、後述）





























（『官報』明治 22. 12. 17：p. 6）
　同規則が公表された 10 日後の『官報』（明治 22. 12. 27：p. 6）には、既に 30 人が入学
申込み、募集定員に達したので、他に 80 名余の申込者があったが全て断ったとある。最
終的には規則の定めより多い 40 名の入学を許可し（同規則第三は明治 25 年 3 月に「五十
名以下」と改正される）、明治 23（1890）年 1 月 8 日から第一回国家医学講習科を開始（『官報』
明治 23. 1. 11：p. 4）、4 月 19 日には 34 名が及第証書、5 名が講習証書を受けている（『官報』
明治 23. 4. 24：pp.5-6）１）。同年 4 月 16 日には第二回が始まるが、第一回同様希望者が多く、
入学者 40 名のうち 20 名は「各庁府県総官長官知事等ヨリ特選ヲ以テ派出セシ者」、残り
20 名は「抽選ニ因リ入学ヲ許可セシ者」となっている（『官報』明治 23. 4. 25：pp. 4-5）。
9 月 22 日には引き続き第三回も開催され、38 名が入学している（『官報』明治 23. 10. 6：p. 6）。
もっとも、年に複数回実施したのは明治 27（1894）年までで、以後は不開講だった明治
30、31 年を除き、毎年 1 回 12 月末に修了する日程で開催され、『官報』で確認できる限り、
大正 8（1919）年の第 34 回まで実施した。大正 10（1921）年には、（３）で述べるように、
国家医学講習科は大正 2（1913）年に別途設置された医学講習科に併合された。
（２）京都帝国大学の医科大学講習科




1943：p. 394）。当時の医学総合雑誌である『東京医事新誌』1564 号（明治 41. 5. 23）に
は次のような記事が掲載されている。
　　　●京

































（『官報』明治 41. 11. 17：pp. 23-24）






　医学講習会は 163 人の講習生によってはじまり（『官報』明治 42. 1. 29：p. 17）、2 月 20
日に終了、145 人に講習証明書が授与された（『官報』明治 42. 3. 1：p. 6）。当時、東京帝
大で開催されていたのは前項に挙げた 4 ヵ月の国家医学講習科のみであった。大学におけ
る 1 ヶ月型講習は、次項で述べるとおり大正期になると他の帝国大学に広がるが、それは
























第七条　講習科修了者ニハ証明書ヲ付与ス　　　　　　（『官報』大正 2. 12. 11：p. 6）
　国家医学講習科との違いは、科目が特定されていないこと、講習期間が 4 週間とより短






出典：『東京医事新誌』1871 号（pp. 37-38）、同 1878 号（pp.33-36）より筆者作成。
注）歯科学は『東京医事新誌』1871 号では「一週三回、三時」とあるが、同 1874 号の時間割では「一
週三回、四時」とあり、表は後者に従った。
　第一回医学講習科は大正 3（1914）年 7 月 1 日から 28 日まで実施され、31 日には午前
10 時より講習証書授与式が挙行され、講習生 277 名に証書が授与された（『東京医事新誌』














医事新誌』は昭和 15 年 8 月 10 日発行の 3197 号をもって政府の指示により『日本医学及健康
























分の内簡易講習科を置く」（東京帝国大学、1932a：p. 1370）という趣意で、修業年限 2 ヶ
年、入学資格は年齢 18 歳以上で尋常中学校卒業以上、二部に分かれ、第一部は数学、物
理学、化学、第二部は動物学、植物学、地学であった。簡易講習科の第一回生徒募集は明




　教員講習は明治 16（1883）年 8 月 18 日に文部卿福岡孝弟による文部省達第 16 号で「小
学校ノ教員ヲ益々改良スルハ目下緊要ノ事ニ有之候条或ハ教員講習所ヲ設ケ又ハ督業訓導




実施（『官報』明治 22. 9. 1：p. 3）、さらに 12 月には「各府県尋常中学校ノ状況ヲ改良ス
ルノ目的ヲ達スルタメ」手工講習会に準じて尋常中学校教員講習会を開設することが発表














　翌明治 23（1890）年 7 月 25 日から 8 月 23 日まで、午前 7 時から 10 時の日程で、上野公園の
美術学校を会場として（『東京朝日新聞』明治 23. 7. 25）、40 名の尋常中学校教諭等に対し「理
科大学教授理学博士菊池大麓、理科大学教授藤澤利喜太郎、理学士飯島正之助ヲ講習会委員
トシ該中学科ノ教授ニ要スル数学ヲ講習セシ」（『官報』明治 23. 8. 27：p. 7）、以後、毎年文
部省主催で教員講習会が実施される。ちなみに、翌明治 24（1891）年は 8 月 1 日から 31 日ま
で、「工科大学教授工学博士高松豊吉、東京音楽学校長理学博士村岡範為馳ヲ講習会委員ト
シ第一高等中学校ニ於テ尋常中学科ノ教授ニ要スル物理学化学ヲ講習セシ」というものだっ












矢田部が帝大理科大学（ただし矢田部は同年 3 月 31 日に非職＝休職を命じられている）、













　明治 31（1898）年 6 月、『官報』に「東京帝国大学ニ於テ今般同学臨海実験所ニ動物学
臨海実習会ヲ設ケ其規則ヲ左ノ如ク定メタリ」という記事が掲載された（『官報』明治 31. 





















、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、
年は先つ尋常中学校教員にて、海
、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、
辺動物実験志望の人々の為め、
夏
、 、 、 、 、 、 、 、
期講習会を開き、実




り（『動物学雑誌』117 号、明治 31. 7. 15：pp. 227-228）。
　実習会については、他誌でも「良教員の養成上非常に有益なるべきことは余輩の信じて







たことを挙げている（磯野、1988：pp. 29-31 ／西村、2008：p. 16）。実験所設立に先立
63
ち、明治 17（1884）年 3 月、箕作は石川千代松と連名で実験所の必要性を述べるとともに、
その事業の一つとして「学生及ヒ地方学校教員ヲシテ実地ニ動物ノ研究ヲ為スヲ得ヘカラ




















後は数年おきとなり 2 週間に短縮されるものの、昭和 14（1939）年まで計 24 回実施された。
昭和 16（1941）年にも予定され、23 名の参加者も決まっていたと言うが、時局緊迫を理
由に中止を命ぜられた。24 回の参加者は延べ 328 名だったという（磯野、1988：p. 98）。
（２）京都帝国大学夏期講演会






　京都帝大は明治 43（1910）年 5 月 26 日に講演会会則および聴講者心得を制定し、8 月 8 日
～ 8 月 27 日の日程で全分科大学挙げての夏期講演会を開催した（京都大学百年史編集委員
会編、1998：pp. 198-199）。この夏期講演会は、明治 41（1908）年 1 月 17 日にはじめられ、の
ちに公開学術講演会となった金曜日特別講演が発展したものである（京都大学七十年史編
集委員会、1967：p. 67 ／京都大学百年史編集委員会、2001：p. 775）。以後、実施期間が当初の
3 週間から 10 日前後と短くなりつつも、昭和 12（1937）年の第 28 回まで毎年行われた 10）。
　そもそも京都帝大では初代総長木下廣次が大学設置早々から講談会・講演会を実施する










ている（『東京朝日新聞』明治 30. 12. 16）。学外者にも公開する、あるいは学外者を対象
とする講演会は木下総長時代末期の明治 40（1907）年 4 月 2 日に京都帝大の創立十周年
紀念講演会としてようやく実施されたものの、本格的に動き出すのは同年 10 月に第 2 代
総長となった文部省出身の岡田良平からである。岡田総長時代に医学講習会の実施が決定
されたことは既述のとおりであるが、わずか 1 年で岡田が文部次官となり総長を退任した
のち、翌 41（1908）年 9 月、東京帝大総長・文部大臣を歴任した菊池大麓が第 3 代総長
に就任すると、いよいよ全学的に動き出すことになった。
　明治 43（1910）年に京都帝大が定めた講演会会則および聴講者心得は次のとおりである。




























（『官報』明治 43. 5. 31：pp. 37-38）
表３．京都帝国大学夏期講演会（第一回、明治 43 年）
出典：『官報』（明治 43. 5. 31、6. 6）より筆者作成。
注）「11．交流電気ノ理論及応用」の時間数は 27 時間となっているが、日程の計算をすると 24
時間しかない。同様に「13．金銀乾式分析術」も、時間数は講義 5 時間実験 4 回となっているが、
日程の計算をすると講義7時間実験5回になる。いずれも時間数は『官報』明治43年5月31日、
日程は同年 6 月 6 日の記事に従った。
　表 3 を見ると、17 科目のうち 10 科目を理工科大学が提供している。科外講話の方は、
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『京都日出新聞』（明治 43. 5. 28）は「科外通俗講話」と「通俗」を加えた言葉を使いつつ、「専
門の智識なき者と雖も容易に理解し得べき様幻灯其他の器械類を使用して懇切に説明すべ
く」と報じている。なお、京都帝大は科外講話のみの参加も認めていた。
　講演の時間帯であるが、工学系で午後 1 ～ 5 時に実習を行う科目がいくつか見られるも




時頃に了る様になす」（『京都日出新聞』明治 43. 5. 28）とある。一方、科外講話は、夜間
8 時から 1 ～ 2 時間実施した。
　ここで受講者について見てみよう（表４、表５）。『官報』には、大正 14（1925）～ 15（1926）
年を除き、昭和 7（1932）年の第 23 回夏期講演会までの受講者データが公表されている
（属性内訳については大正 9 年まで）。そのデータは聴講者数が公表される年、聴講者のう
ち証明書が授与された人数が発表される年、両方の場合と必ずしも統一されていない。し
かし、全体的な傾向としては、大正 8（1919）年まで受講者数は 300 ～ 400 人でおおむね
横ばいであったこと、大正 9（1920）年に従来の 1.5 倍へと急増したこと、その後大正 11




していたのだが、実際は教員比率が高く、おおむね 6 割超となっており、年によっては 8
割を超えている。男女の内訳については公表されている年が限られるが、当初数％にすぎ
なかった女性が大正 9（1920）年に 25％弱、4 人に一人となっていることが目を惹く。
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　大正 4（1915）年 8 月 2 日～ 14 日には、「本学ニ於テ開催ノ第六回講演会附属トシテ」
京都帝大医科大学の附属施設である琵琶湖畔の大津臨湖実験所（大正 3 年 9 月創設、大正













ず」（『動物学雑誌』325 号、大正 4. 11. 15：p. 614）と述べているように、各自の郷土の
淡水生物を採集して川村らの研究に協力する人々が増えたという。『大津臨湖実験所五十
年』には、同様の夏期講習会が昭和初年までに 3 回開催されたとあるが（京都大学理学部




　大津にやや遅れて創設された理学部附属施設の瀬戸臨海研究所（大正 11 年 7 月創設、現・
瀬戸臨海実験所）でも、大正 12（1923）年 8 月 6 日～ 15 日に中等教員対象の第一回臨海実習













に於て所感を吐きて重ねて其の成功を祈る（『京都日出新聞』明治 43. 8. 8）。
69
表６．京都帝国大学臨湖実験所夏期講習会（第一回、大正 4 年）
出典：『動物学雑誌』325 号（大正 4. 11. 15、pp. 49-50）より筆者作成。
70
　とりわけ夜間の科外講話は「予想外の成功にて毎回の入場者八百名に達せり」（『京都日
出新聞』明治 43. 8. 12）とのことであった。第一回夏期講演会聴講者は 437 名であるから、
倍近い人数が集まったことになる。新聞に「開会時間に遅刻する者は入場謝絶し居れば聴
講者は注意すべし」（『京都日出新聞』明治 43. 8. 12）と掲載されるほどであり、科外講話
の詳細は連日紙面に登場した。











　東北帝大では理科大学（明治 44 年 1 月開設）において、京都帝大に遅れること 1 年、























（『官報』明治 45. 3. 7：p. 9）
夏期学術講演会実施状況
第一回（数学）　明治 44 年 8 月 25 日より 7 日間　聴講者 78 名
第二回（数学）　大正 2 年 8 月 1 日より 7 日間　聴講者 43 名
第三回（物理及化学、地質学）　大正 3 年 7 月 25 日より 7 日間
　聴講者（物理及化学）27 名、（地質学）16 名
第四回（物理）　大正 5 年 8 月 7 日より 5 日間　聴講者 58 名
（『東北帝国大学理科大学医科大学一覧：自大正五年至大正六年』1917 年：p. 231）14）
表７．東北帝国大学理科大学夏期学術講演会（第一回、明治 44 年）
出典：『河北新報』（明治 44. 8. 25、8. 26、8. 27、8. 31、9. 1）より筆者作成。
注）初日は午前8時～8時30分まで、澤柳総長の開会の辞あり。8月30日は、表とはややスケジュー
ルが異なり、午前 7 時 30 分から数学講義、11 時から科外講演、午後 1 時から参観。当初予
定では 8 月 29 日の科外講演は総長の澤柳政太郎ではなく第二高等学校長の三好愛吉であっ
たが、予定変更で三好は最終日 31 日の登壇となった（当初予定では 31 日の科外講演はなし）。










（『官報』明治 44. 6. 19：p. 18）
　一で聴講者の資格を不問としていたものの、後の澤柳総長の発言からわかるように、京
都帝大同様、教員が中心だった。
　7 日間にわたる第一回の詳細は、『河北新報』に連日記事が載っており、表 7 のように、
午前に数学の講義が行われたあと、午後は数学以外の科外講演や周辺の施設見学が含まれ
ていた（聴講者の約半数は宮城県内で、残りの半数は県外からだった）。京都帝大の夏期

























ていた。実際には大正 2（1913）年 8 月 1 日より 10 日間実施しただけで、第二回目は実






帝大の鉄鋼研究所（大正 8 年創立、大正 11 年 8 月に金属材料研究所と改称）では、大正
11（1922）年より毎年 7 月に関係する職に就いている者を対象として講義と実習からなる
金属材料講習会が開催され、少なくとも昭和 18（1943）年 7 月 26 日～ 8 月 7 日の第 22


















された。第一回夏期講習は同年 8 月 1 日から 30 日まで実施されており、『東京朝日新聞』






３）大正 9 年 3 月発行の『京都帝国大学一覧：自大正八年至大正九年』では、医学部規程



















り、九州帝大では大正 2（1913）年 6 月に九州帝国大学講演会規則が設けられた（『官報』
大正 2. 6. 28：p. 13）。この規則は、折田も述べるように、後に述べる京都帝大講演会会
則（および京都帝大医科大学講習科規程）に依拠して作成されたものであることは疑い
がない（折田、1991：pp. 357-359）。同規則に基づき、同年 8 月、九州帝大医科大学に
おいて、医師と小学校・中等学校教員を主たる対象に、第一回講演会が実施され、38
名が聴講した（九州大学創立五十周年記念会、1967：p. 140）。第一回の聴講対象者は「医
師」「中等学校並小学校教員」となっていたが、翌大正 3（1914）年 8 月開催の第二回
講演会からは、医師免許を有する者を対象とする講演会と、主に教員を対象とする講演
会（「趣味ヲ有スル者」も含む）が、おおむね交互に実施されることになった。その後、




明する限り、昭和 6（1931）年の第 10 回まで継続的に実施された。
６）不足する教員の養成については、その後も農科大学に設置された農業教員養成所（明
















11）『官報』（明治 43. 5. 31）では「未定」であるが、当日行われた実際の演題は「米国所観」
である。
12）東京帝大では、大正中期に、文科大学・文学部が 8 月初旬の約一週間、聴講者資格不
問の公開講義を行い（『官報』で判明する限り大正 6 ～ 10 年）、農科大学・農学部では
大正 7 ～ 10 年、獣医免状を有する者や府県立農業学校の獣医学担当教員等を対象に、7
月に 2 週間程度の獣医学講習会を行うといった取組をしている（大正 11 年以降は中央
獣医会の第一回獣医学講習会となった模様。当初は会場・講師等従来通り、後に地方
会場でも実施。中央獣医会は農科大学獣医学教室内にあった。『中央獣医会雑誌』第 31
輯巻之 4：p. 59、巻頭広告あり／同第 34 輯巻之 4：p. 40 ／同第 35 輯巻之 5：p. 64 など）。
その他、既述の理科大学臨海実験所の動物学臨海実習会（8 月に 3 週間開催）、医科大
学の医学講習科（6 月に約一ヶ月開催）、等々、分科大学それぞれに夏期に取組を実施
しているが、京都帝大のように全学的に実施されたという形跡はない。
13）岡田良平が東北帝大総長事務取扱だったのは、明治 44（1911）年 1 月 1 日から、同












正十二年至大正十三年』（1923 年）から削除された。ただし、『官報』（大正 10. 6. 27：





に貢献せむとする目的をもつて、大正 2 年 6 月夜学部が設置せられた」とある（神戸高
等商業学校学友会、1928：p. 73）。夜学部では、昭和 3（1928）年 12 月まで計 45 回の
講習が行われたが、第一回講習は大正 2（1913）年 9 月 15 日～ 12 月 20 日の月曜日か
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